
     

                                              2007 年 7 月 20 日 

第２５９２回 例会報告 

ゲスト並びにビジター紹介  

ゲスト 朝倉 秀芳 君 （黒部中央Ｒ.Ｃ）地区ガバナー補佐 

誕生祝   

７月 17日 広浜 茂貞 君 

先日、青島の老人クラブから入会のお誘いがありましたがまだその心境

になれなくてお断りました、若い頃は誕生日にはいろんな人からお祝い

の言葉やお花や？（にやけた行為などなど）を戴き嬉しかったですが最

近ではそのような感激が薄れてきました。 

会長挨拶 

先ほど朝倉ガバナー補佐から叱咤激励され、又来週のガバナー公式訪問についての諸注意を受け、

心新たに頑張ります。過日、市役所・インターアクト校・商工会議所・北日本新聞社に就任挨拶に

行ってまいりました。第２回の健康関係テーマはピュアーからケアーの考えから寝たきり老後にな

らないような予防医学についてコメントします。誤飲予防になればと思い前回は頭頚部の筋肉の鍛

え方と臍下丹田呼吸方法について述べました。今回は唇の筋肉のトレーニング方法を説明します。

口腔ケアーでは声を出さずに出来る限り口を大きく開けて「ア・イ・ウ・エ」の唇運動と舌のトレ

ーニングとして「バ・カ・タ・ラ」の舌運動よって老後に食事の際の食べこぼし予防になります。 

幹事報告 

★ 各委員会は早急に開催すること。但し、その後の懇親会は今後は自己負担とする。 

★ 本日例会終了後、役員会を開催する。 

出席報告 

本日の出席者 29 名 出席率 85.29％ 欠席者 生駒君・山澤君・古川君・小浜君・有沢君 

2590 回出席率 97.14％ 修正無し 

ニコニコボックス 

朝倉 秀芳 君 

松田 栄明 君 店先でツバメが巣を作り、人から「良いことだ」と言われなんとなく 

        今後も会員は何でもいいから良いことを見つけてニコボックス協力を。 

委員会報告 

      ロータリー情報・新世代メンバーシップ委員会   

・7月 25 日に委員会開催、詳細は後日知らせる。 

 

 

R.I. District2610． ROTARY CLUB OF UOZU 

魚津ロータリークラブ 会報誌 
2007－2008 年度 RI 会長 ウィルフッドＪ．ウィルキンソン 

                魚津Ｒ.Ｃ会長  谷川 文紹 



 

卓 話「ロータリーの雑感」 朝倉 秀芳 地区ガバナー補佐 

黒部中央 R・Cの現状について 

1994年6月創立し今期で13期になり、女性の川崎会長を選出した。

会員は 28名である。年齢分布は 40歳代 5 名・50歳代 20 名・60歳代

3名で平均年齢は 54歳であり、自分の年齢と同じである。比較的年齢

の若いクラブであろう。例会は、毎週木曜日午後 7時半から夜間例会

を行っている。クラブ発足当初より活発に継続事業としてやっているのは青少年サッカー大会で

昨年度は県内外からのチームを含め 16 チームでロータリー杯を競い合った。現状では限度であ

るそれが会員のロータリー意識を高めている原動力であり、地域青少年育成の事業と考えている。 

ガバナー補佐研修について 

研修リーダーの北川パストガバナーより「ガバナーと各クラブのパイプ役」となるようにと依

頼された。本年度は各クラブを最低 4 回は訪問しろとの事であり、ご協力を願います。 

本年度のガバナー方針について 

ウイルキンソン R・I 会長は新入会員を増やさないと数十年でロータリークラブは消滅すると

言っており、久保ガバナーも地区第一目標を会員増強としている。第 2610 地区で会員数が最も

多かったのは 1998年 3357 名であったが、現在は 2887 名であり、今期はなんとか 3000 名台にし

たい。そのために地域におけるロータリーのイメージを高めて欲しいと願望している。方策とし

てマスコミに取り上げられることによって現会員の退会防止と新会員増強に繋がる。今期新たに

「ガバナー広報賞」を設けて運動の啓蒙に寄与することとした。今期はロータリー財団から第

2610地区には 200万ドルの補助金が出ており、各クラブが行う奉仕事業への活動資金として使え

る。但し 主催はそのクラブであることが条件であること。従来からの継続事業であっても申請

が始めてであれば受理される可能性は有る。1920年に制定されたロータリーマークの中心にある

軸はキーマークとなっている。これが無いと歯車は空回りします。黒部中央 R・C の年度計画書

には輪→話→和→輪の図柄を記載しており、人と人との繋がりの大切さを重視している。昨年黒

部市と宇奈月町が合併した時に黒部中央 R・C が主体となって今年のロータリーのターゲットに

あるように人と人が手を繋いでいるような考えで市民の一割約 5000 名が参加して黒部川の堤防

で行ったことがあり、これも「分かちあいの心」と考えている。 

我々ロータリアンがイベントの最後に手を繋ぎあうのは、「右手には親睦 左手には奉仕」の考

えであると北川研修リーダーより教えら、実践してください。 

今後について 

今期の I・Mは 12月 2 日に黒部中央 R・Cが主催してホテルアクアで行う。 

来期のガバナー補佐は魚津 R・Cから選出してください 

 


